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項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の

確認 

改善点も具体化し、まず明るい事

業所作りを目指します。地域の仲

間に入らせていただく。 

区費を納めるようにした。地域活

動（草刈りなど）に参加するよう

になった。 

近所の方と気楽に話ができつつ

ある。野菜など頂くこともある。

秋祭りの来所人数もとても増え

た。 

秋祭りの充実・地区の行事の参加

をしていくことで、事業所の運営

を活性させたい。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

衛生面に力を入れてきたことで、

感染も大きく広がらなかった。 

継続していきたい。 

インフルエンザの流行時にも発

症せず良かった。職員も感染した

ものはいなかった。 

この調子で継続していきたい。 

 

感染の予防対策は今回も同じよ

うに継続していく。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

地域や家族に向けに、お茶会や、

なんでも相談の日などを企画し

て行ってみたい。 

花壇作りのボラの呼びかけなど

し参加頂いた。家族会も継続出来

ている。地元組合員のつどいの中

で見学会もあった。 

ここはどんな所？と来所があっ

たり電話も来るようになった。相

談事も少し出てくるようになっ

た。 

相談事にきちんと対応していき

たい。家族会の充実を図りたい。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

利用者の想いをお聞きしながら

外出の計画をしてみる。 

個々の関わりがなかなか出来な

いが全体としては季節が限られ

てしまうが外出の楽しみが出来

ている。 

登録人数の増加で個別の外出が

難しくなりそうだが、室内で出来

る楽しみを増やしたい。 

外出に限らず、室内でも大いに楽

しめる企画をする。ボラさんの交

流を継続していく。 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

事業所の行事の時に呼びかけを

して参加してもらえる機会を増

やしたい。 

交流会、防災訓練時など参加いた

だき事業所の動きを少し感じて

いただけたかと思う。 

このペースで歩み寄れるように

勧めて行きたい。推進会議での意

見を事業・運営の改善に繋げた

い。 

交流会、防災訓練の参加を呼びか

けし、事業所行事に参加いただき

たい。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

地域の防災訓練への参加。 

施設内の訓練を年 2 回行う。地域

住民や推進委員の参加の呼びか

けをする。 

防災訓練は計画通り出来ている。

地域の方の参加も年々増えてい

る。地域の自主防災訓練のかかわ

りもできている。 

継続しながら自然災害について

も、少し意識して対策を考えた

い。 

例年通り防災計画をし実行して

いく。 


